
第２回 岸和田市丘陵地区整備計画検討委員会

岸和田市丘陵地区をとりまく社会的状況

２００６年１０月１１日

岸和田市丘陵地区整備室



■丘陵地区整備計画検討フロー



１．人口の推移と世帯数の推移
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図－１ 大阪府の人口の推移（資料：国勢調査、大阪府推計）
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図－２ 大阪府の世帯数と平均世帯数の推移

（資料：国勢調査、大阪府推計）
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図－３ 大阪府の年齢階層別の将来推計人口
（資料：国勢調査、大阪府推計）



２．住宅供給量と住宅需要
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図－４ 大阪府の住宅着工戸数の推移
（資料：全建総連・企画調査室）



図－５ 大阪府の住宅着工戸数と世帯数の推移（平成10年＝100）
（資料：近畿経済産業局総務企画部調査課「住宅着工統計について」）



図－６ 大阪市と大阪市以外の人口の推移
（資料：日本政策投資銀行、国土地理協会「住民基本台帳人口要覧」）



表－１ 大阪市環状線内の年齢層による人口の変化

（資料：日本政策投資銀行、国土地理協会「住民基本台帳人口要覧」）



図－７ シニアの住居志向調査結果
（資料：引越文化研究所 「シニアの都心回帰レポート」）
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図－８ 大阪府の住宅数・世帯数・空家数の推移
（資料：総務省「平成１５年住宅・土地統計調査」）



３．工場立地動向
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図－９ 近畿地区の工場立地の推移
（資料：近畿経済産業局「平成17年近畿地区工場立地動向調査（速報）」）
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図－10 関西地域に立地した企業の地域選定理由
（資料：近畿経済産業局「平成17年近畿地区工場立地動向調査（速報）」）



４．地価の動向

図－11 平成18年度大阪府下市町村の住宅地価変動率

資料：大阪府地価情報ホームページ
地価調査結果（平成18年7月1日）
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図－12 岸和田市の土地の公示価格の推移
（資料：岸和田市資料）



図－13 学校の現況

５．検討区域周辺の
公益施設の整備状況



図－14 役所・郵便局の現況



図－15 病院の現況



図－16 警察署・消防署の現況



図－17 商業施設の現況



図－18 バスルートの現況



５．周辺のインフラ整備状況

図－19 上水道現況図



図－20 汚水排水現況図



図－21 工業用水現況図



図－22 流域図



9．従前のアンケートの結果
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問1－未買収地の耕作状況



一部現在の農地継続、

残り宅地利用転換
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問３－将来の土地利用



農業の振興
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問４－今後のコスモポリス地域のあり方



その他
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問５－コスモポリス計画で予定された土地区画整理事業の実現のための重視事項



■現況写真

撮影位置図



撮影地点－１



撮影地点－２



撮影地点－３



撮影地点－４



撮影地点－５



撮影地点－６


